
Ⅰ 緒 言

網膜静脈分枝閉塞症(branch retinal vein occlusion：

BRVO)のような血管閉塞病変に伴う黄斑浮腫に血管内

皮増殖因子(vascular endothelial growth factor：VEGF)

が関連しており1)
，近年そのモノクローナル抗体である

抗 VEGF 抗体を硝子体内に投与する治療が報告されて

いる1)〜5)
．今回，抗 VEGF 抗体であるベバシズマブ

(Avastin®, Genentech, USA)を硝子体内に投与しその効

果を検討した．
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Purpose：To study the effect of intravitreal

bevacizumab on macular edema secondary to branch

retinal vein occlusion(BRVO).

Subjects and Methods：6 eyes of 5 patients

averaging 70 years, who had received either retinal

photocoagulation or trans-tenon retrobulbar triamci-

nolone injections or both, but in whom the macular

edema remained. There was an average of 337 days

from BRVO onset to injection of bevacizumab.

Corrected vision and foveal thickness were measured.

Results：Visual acuity and foveal thickness im-

proved significantly one month after injection.

Conclusion：Intravitreal injection of bevacizumab

is effective for a short time.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc

113：672―674, 2009)
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Abstract

Use of Intravitreal Bevacizumab for Macular Edema

in Branch Retinal Vein Occlusion

目 的：網膜静脈分枝閉塞症(BRVO)に伴う黄斑浮

腫に対するベバシズマブ硝子体内投与の効果を検討す

る．

対象と方法：網膜光凝固やトリアムシノロンテノン囊

下注射で黄斑浮腫が改善しない 5例 6眼，平均 70歳，

BRVO発症からベバシズマブ投与まで平均 337日．視

力と中心窩網膜厚を測定した．

結 果：視力と中心窩網膜厚とも投与後 1か月で最も

改善した．

結 論：BRVOに伴う黄斑浮腫に対してベバシズマ

ブ硝子体内投与は短期的には有効である．(日眼会誌

113：672―674，2009)
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要 約

網膜静脈分枝閉塞症に伴う黄斑浮腫に対する

ベバシズマブ硝子体内投与の検討



Ⅱ 対象と方法

発症後 3 か月以上の BRVO の黄斑浮腫に対して網膜

光凝固やトリアムシノロンアセトニド(TA)テノン囊下

注射で黄斑浮腫が改善しない矯正視力 0.3 以下の男性 3

例，女性 2 例の 5 例 6 眼を対象とした．平均年齢 70 歳

(56〜81 歳)，BRVO 発症からベバシズマブ投与までの

期間は平均 337 日(98〜764 日)であった．3 か月経過観

察を行い，投与は 1 回のみとした．初期治療は TA テ

ノン囊下注射 2眼，網膜光凝固 2眼，TAテノン囊下注

射と網膜光凝固の両方が 2眼であった．網膜光凝固は虚

血領域に行い，黄斑部に格子状光凝固は行っていない．

院内倫理委員会の承認後，十分な説明にて患者の同意を

／得てベバシズマブ 1.0 mg／0.04 ml を硝子体内に投与し

た．ベバシズマブ投与前，投与後 3 か月までの log-

MAR(logarithmic Minimum Angle of Resolution)視力と

中心窩網膜厚を検討した．中心窩網膜厚は光干渉断層計

(OCT)にて測定した．

Ⅲ 結 果

logMAR 視力は投与前 0.76±0.30(平均値±標準偏

差，以下同)に対し，投与後 1 週，1 か月，2 か月，3 か

月でそれぞれ 0.66±0.30，0.57±0.33，0.62±0.42，

0.68±0.39 となり投与後 1 か月で最も視力改善を認め

たが有意ではなかった(図 1)．中心窩網膜厚は投与前

468±88.2 mm に対し，投与後 1 週，1 か月，2 か月，3

か月でそれぞれ 270±32.7 mm，237±21.1 mm，376±

155.4 mm，371±96.4 mm となり投与後 1 週，1 か月で

有意に減少したが(図 2)，投与後 2か月から有意差はな

くなった．眼内炎，眼圧上昇，網膜剝離，硝子体出血な

どの合併症はなかった．

Ⅳ 考 按

ベバシズマブ硝子体内投与後 1週から黄斑浮腫は著明

に改善し，投与後 1か月で平均中心窩網膜厚は最少とな

り，投与前に比べ有意に減少した．視力は黄斑浮腫の改

善に伴い投与後 1か月で最も改善した．

Rabena ら5)は BRVO 27 眼に対してベバシズマブ硝子

体内投与を行い投与後 1 か月には 92％で黄斑浮腫が減

少し，視力も改善し短期的には効果的だと述べている．

我々も同様の結果となっておりベバシズマブ硝子体内投

与は 1か月以内の短期で最も効果があると考えられる．

また，今回 TA テノン囊下注射で黄斑浮腫が改善しな

かった症例すべてに，短期ではあるがベバシズマブの効

果がみられた．これは，黄斑浮腫の原因に VEGF の関

与が強いことを示唆しており注目すべき点である．

今回，投与後 2か月から中心窩網膜厚が増加に転じ視

力も低下した．投与前より悪化した例はなかったが，投

与後 3か月には 6眼中 5眼(83％)で黄斑浮腫が再発して

おり，2 か月以降はベバシズマブの効果が弱まると考え

られる．Rabena ら5)もベバシズマブ初回投与から平均

2.1 か月で 6 眼(22％)が黄斑浮腫を再発している．しか

し，平均 2 回(1〜3 回)硝子体内に再投与した結果，最

終観察時までいずれの時期においても中心窩網膜厚が有

意に減少し視力も維持できたと述べている．

BRVO に伴う黄斑浮腫に対してベバシズマブ硝子体

内投与は短期的には有効で，現在のところ重篤な合併症

の報告もないため治療の選択肢として考えてよい方法で

ある．しかし，黄斑浮腫が再発することが多いため複数

回投与が必要になり，それをどこまで続けていくか，い

つ投与するかが問題になる．今後症例数を増やし投与時

期や投与回数，長期予後なども含め検討していく必要が

ある．
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図 2 ベバシズマブ硝子体内投与前後の中心窩網膜厚．

中心窩網膜厚は投与後 1週から有意に減少し，投与後 1

か月で最小になったが，投与後 2か月から徐々に増加し

た．エラーバーは平均値±標準偏差を示す．

＊：p＜0.05，Tukey-Kramer の HSD検定．
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視力は投与後 1か月で最も改善したが投与後 2か月か

ら徐々に低下した．エラーバーは平均値±標準偏差を

示す．( )内は小数視力．log MAR：logarithmic Min-

imum Angle of Resolution.
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